
 

特定随意契約による役務の調達について 

 

令和８年３月１２日                          

公益財団法人愛媛県動物園協会 

 

 

 （公財）愛媛県動物園協会が実施する特定随意契約の内容等を次のとおり公表する。  

 

 

１ 随意契約する内容  

 

  ①調達役務  植栽管理業務委託契約 

   ②役務の内容 駐車場周辺の機械除草、手刈除草、人力除草、施肥、灌水、 

芝生地管理 

  ③実施場所  愛媛県立とべ動物園内および総合運動公園内駐車場周辺 

  ④契約書   下段に添付 

 

  

２ 契約期間  

   令和８年４月１日から令和９年３月３１日 

 

３ 契約相手方の選定基準  

   高齢者等の雇用の安定等に関する法律により規定されているシルバー人材センタ

ーで、県内に所在する団体であること。 

 

４ 契約相手方の決定  

   予定価格以下で最低の見積をした者を契約相手方とする。  

 

５ 見積書の提出期限及び提出先等  

 

 （１）提出期限  

    令和８年３月２５日（水）  

 （２）提出先  

    公益財団法人愛媛県動物園協会   電話：０８９－９６２－６０００  

 （３）見積方法  

    随意契約する内容ごとに条件や期間等を基にして消費税込みで見積もること。  

 （４）その他  

    記載のない事項は、(公財)愛媛県動物園協会会計規程の規定によるものとし、

不明な点は末尾記載のあて先に問い合わせすること。 

 

 

 〒791-2117伊予郡砥部町上原町 240 (公財)愛媛県動物園協会  

  ＴＥＬ（089）962-6000  ＦＡＸ（089）962-6194  

 



  

管理委託契約書 
 

 

                                愛媛県立とべ動物園  
１   管理委託業務の名称   動植管第４号  
                                植栽地除草灌水芝生地管理委託業務  
                        自   令和  ８年  ４月  １日  
２   委   託   期   間            
                        至   令和  ９年  ３月３１日  

３   管  理  業  務  委  託  料    ￥      －  

    （うち取引に係る消費税及び地方消費税の額￥     －）  

  頭書業務の委託について、委託者  公益財団法人愛媛県動物園協会  理事長  

村上  忠  （以下「甲」という。）と、受託者（以下「乙」という。）とは、次の

条項により管理委託契約を締結し、互いに信義に従って誠実にこれを履行するも

のとする。  

 

  （総則）  

第１条   乙は、別冊設計書、図面及び仕様書に基づき頭書の管理業務委託料（以

下「委託料」   という。）をもって、頭書の委託期間（以下「委託期間」とい

う。）中植栽地を管理しなければならない。  

２   前項の設計書、図面及び仕様書に明記されていない仕様があるときは、甲乙

協議して定めるものとする。  

  （権利義務の譲渡等）  

第２条   乙は、この契約によって生ずる権利又は義務を第三者に譲渡し又は承継

させてはならない。ただし、書面により甲の承認を得たときはこの限りでない。  

  （再委託等の禁止）  

第３条   乙は、委託業務の全部の処理を他に委託し又は請負わせてはならない。

ただし、書面により、甲の承諾を得たときはこの限りでない。  

  （監督員）  

第４条   甲は、監督員を定めたときは、書面をもってその氏名を乙に通知しなけ

ればならない。監督員を変更したときも同様とする。  

２   監督員は、この契約の他の条項に定める権限及びこの契約に基づく甲の権限

のうち甲が必要と認めて監督員に委任したもののほか、次に掲げる権限を有す

る。  

  (1) 契約の履行についての乙又は乙の現場代理人に対する指示、承諾又は協議。 

  (2)  設 計 図 書 に基 づ く 委 託 業 務の 施行 の た め の 詳 細図 等の 作 成 及 び 交 付又 は

乙が作成したこれらの図書の承諾。  

  (3) 設計図書に基づく工程の管理、立会、委託業務の施行の状況の検査又は材

料の試験若しくは検査。  

３   甲は、２名以上の監督員を置いて前項の権限を分担させたとき又はこの契約

に基づく甲の権限の一部を監督員に委任したときは、当該権限の内容を書面を

もって乙に通知しなければならない。権限の内容を変更したときも同様とする。 

４   第２項の規定に基づく監督員の指示又は承諾は、原則として、書面をもって

これを行わなければならない。  

  （現場代理人）  

第５条   乙は、現場代理人を定め、書面をもってその氏名を甲に通知しなければ

ならない。現場代理人等を変更したときも同様とする。  

契約書 



  （施行時期）  

第６条   乙が行う各種作業の実施時期は、監督員から特に指示がある場合を除き、

仕様書によるものとする。     

  （委託業務関係者に対する措置請求）  

第７条   甲又は監督員は、乙及び現場代理人が委託業務を実施するために使用し

ている労働者等が、委託業務の実施又は管理につき著しく不適当と認められる

ときは、乙に対して、その理由を明示した書面をもって、必要な措置をとるべ

きことを求めることができる。  

２   乙は、前項の規定による請求があったときは、当該請求にかかる事項につい

ての措置を決定し、その結果を請求を受理した日から１０日以内に書面をもっ

て甲に通知しなければならない。  

３   乙は、監督員がその職務の執行につき著しく不適当と認められるときは、甲

に対して、その理由を明示した書面をもって、必要な措置を取るべきことを求

めることができる。  

４   甲は、前項の規定による請求があったときは、当該請求にかかる事項につい

ての措置を決定し、その結果を請求を受理した日から１０日以内に乙に通知し

なければならない。  

  （業務内容の変更等）  

第８条   甲は、必要がある場合には、委託業務の内容を変更し又は委託業務を一

時中止することができる。この場合において、委託料又は委託期間を変更する

必要があるときは、甲乙協議して書面によりこれを定める。  

２   前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はその損害を賠償するも

のとし、その額は甲乙協議して定める。  

  （損害のために必要となった経費の負担）  

第９条   委託業務の処理に関し発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む。）

のために必要となった経費は、乙が負担するものとする。ただし、その損害が

甲の責に帰すべき事由による場合においては、甲は、当該損害のために必要と

なった経費相当額を乙に支払うものとし、その額は、甲乙協議して定める。  

  （実績報告）  

第 10条   乙は、委託期間が終了したときは、遅滞なく甲に対して実績報告書を提

出しなければならない。  

２   甲は、前項の実績報告書を受理したときは、内容について検査を行わなけれ

ばならない。  

  （委託料の支払）  

第 11条   乙は、前条の規定による検査により委託業務が適正に執行されたと認め

られたときは、甲に対して委託料の支払を請求するものとする。  

２   甲は、前項の請求があったときは、その日から３０日以内に支払わなければ

ならない。  

  （支払月）  

第 12条   乙は、委託料を４回に分けて請求することができる。請求月と金額は下

記のとおりとする。  

２   請求月は、６月、９月、１２月、３月とする。  

３   各月の金額は次のとおりとする。  

６月期、９月期、１２月期は       円、３月期は       円  

  （甲の解除権）  

第 13条   甲は、次の各号のいずれかに該当するときは、契約を解除することがで

きる。  



  (1) 天災地変その他この契約締結後に生じた事情の変更により、委託業務の施

行の必要がなくなったとき。  

  (2) 乙が、この契約に違反したとき。  

  (3) 契約の履行につき、乙に不正の行為があったとき。  

２   甲は、前項の規定により契約を解除したときは、委託業務の終了部分を検査

のうえ、適正に執行されたと認める部分に相応する委託料を支払わなければな

らない。  

３   前項の場合において、前条の規定による部分払をしているときは、その部分

払の額を終了部分に相応する委託料から控除する。  

４   第１項第２号及び第３号の規定により契約が解除されたときは、乙は、委託

料の１０分の１に相当する額を違約金として甲の指定する期間内に支払わなけ

ればならない。  

  （乙の解除権）  

第 14条   乙は、甲が契約に違反し、その違反により委託業務を執行することが不

可能となったときは、  

 

契約を解除することができる。  

２   前項の規定により契約が解除された場合は、前条第２項及び第３項の規定を

準用する。  

  （補則）  

第 15条   この契約に定めのない事項及びこの契約に関し生じた疑義は、甲と乙と

が協議して定めるものとする。        

 

  この契約の締結を証するため、この契約書を２通作成し、甲乙両者記名押印の

うえ、各自その１通を保有するものとする。  

令和   年   月   日  

伊予郡砥部町上原町２４０番地  

                    甲   公益財団法人   愛媛県動物園協会  

                           理  事  長   村  上   忠  

                         

                    乙    

 

 各種数量集計表 

  種別             単位数量   回数    数量    単位 

  除草 機械         ３６，７１４   ２  ７３，４２８  ｍ2 

  〃  機械（駐車場斜面）   ３，４５８   ３  １０，３７４  〃 

  〃  手刈り           ７３８   ２   １，４７６  〃 

  〃  人力          １，２８５   ３   ３，８５５  〃 

  〃  人力（園路等）    １５，６００   ２  ３１，２００  〃 

  灌水 下木         １６，２３７  １０ １６２，３７０  〃 

  〃  上木          ２，４７９  １０  ２４，７９０  本 

  〃  芝生地         １，０７２  １０  １０，７２０  ｍ2 

  芝生地除草 人力       １，０７２   ３   ３，２１６  〃 

  芝生地刈込 機械       １，０７２   ３   ３，２１６  〃 

  芝生地施肥 高度化成     １，０７２   ２   ２，１４４  〃 

  芝生地消毒 スミチオン    １，０７２   ３   ３，２１６  〃 

  施肥 下木     １０，０５９   ２   ２０，１１８  ㎡ 

     上木        ８６７   ２   １，７３４  本 


